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「文明の衝突」はなぜ起きたのか

薬師院仁志 著

9.11、シャルリー・エブド事件、
パリ同時多発テロ……
テロの世紀を終わらせるために
いまわたしたちに何ができるのか？
多文化との共生は果たして可能なのか？

世界でテロが多発するメカニズムを、
歴史・政治・宗教など多方面から分析し、
世界の緊張を解くための処方箋を考える。
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「文明の衝突」は
　　なぜ起きたのか

対立の煽動がテロの連鎖を生む
「文明の衝突」を乗り越えるための

ヨーロッパ・中東の近現代史入門

第一章　イスラム教成立小史
第二章　新しい過激派組織イスラム国
第三章　二一世紀でなぜテロ事件は多発するのか
第四章　ヨーロッパの近代化がもたらした戦乱
第五章　混迷する中東・北アフリカ情勢
第六章　過ちに満ちた近代の歴史を振り返る
第七章　フランスに見る移民をめぐる状況
第八章　どこにアイデンティティーを求めるか
第九章　偶然の歴史の必然的な結果として

シリーズ「犀の教室」


